
様式６（随意契約） 

随 意 契 約 に つ い て 

 

公表年月日 令和 8年 10月 1日 

所 属 名 企画財政部企画調整課 

 

契 約 業 者 名 ・ 住 所  
株式会社 ローカル 

熊本県熊本市西区春日 3－15－60 JR熊本白川ビル 4F 

業 務 の 名 称 野田市ふるさと納税業務支援委託（債務負担行為） 

委 託 場 所 野田市企画財政部企画調整課指定場所 

委 託 期 間 令和 8年 10月 1日から令和 11年 9月 30日 

契 約 金 額 
【ふるさと納税業務支援委託料】寄附額の 3% 

【シティプロモーション及び地場産業振興業務委託料】寄附額の 2% 

委 託 の 概 要 

ふるさと納税に係る寄附情報の管理、返礼品の発送、受領証明書発行及び返礼品の新規開拓等

を委託することにより、寄附金の増加と事務の効率化を図るとともに、地域経済の活性化と本

市の魅力発信に寄与するもの。 

随 意 契 約 の 理 由  

内申業者は運営代行のみならず、自社で精米工場や食品加工場等、7つの製造拠点を有し、地

域資源を商品化し「返礼品提供事業者」として参画できる。また、近隣に営業拠点を有するこ

とから、イベントの共同開催や新商品開発、顧客対応等、地域事業者と一体となった地方創生

に資する取組が可能である。これらを包括的に履行できる事業者は当該業者のみであるため、

随意契約するもの。 

 

 



様式６（随意契約） 

随 意 契 約 に つ い て 

 

公表年月日 令和 8年 10月 1日 

所 属 名 健康子ども部保健センター 

 

契 約 業 者 名 ・ 住 所  
一般社団法人 野田市医師会 

野田市鶴奉 7番地の 4 

業 務 の 名 称 高齢者等インフルエンザ予防接種業務委託（単価契約） 

委 託 場 所 野田市医師会が指定した医師が所属する医療機関 

委 託 期 間 令和 8年 10月 1日から令和 9年 1月 31日 

契 約 金 額 

落札額  一般  3,752円 

     免除者 4,752円 

     不敵者 2,083円  

委 託 の 概 要 

インフルエンザは予防接種法の B類疾病に位置付けられており、令和 8年 10月 1日から令和

9 年 1 月 31 日の定めた期間内で、対象者自らの意思と責任において、個人の発病又は重症化

予防目的として接種を実施するもの。 

随 意 契 約 の 理 由  

一般社団法人野田市医師会は、地域との密接な関わりのなかで市民の健康の保持、増進に多大

な貢献をしている。市内医療機関の大部分が属している当医師会と業務委託契約を締結する

ことにより、個別に多数の医療機関と業務委託契約の締結を行うことなく、業務の委託をする

ことができ、事務作業の効率化を図ることができる。 

また、市内全域の医療機関を網羅していることから、接種を希望する市民の利便性を確保し、

インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症の予防接種の機会を拡充することができる。 

市内の対象医療機関への周知、事務連絡についても、当医師会を通して行うことにより、円滑

に実施することができるため、協力を得ることが必要不可欠であることから、随意契約するも

の。 

 



様式６（随意契約） 

随 意 契 約 に つ い て 

 

公表年月日 令和 8年 10月 1日 

所 属 名 健康子ども部保健センター 

 

契 約 業 者 名 ・ 住 所  
一般社団法人 野田市医師会 

野田市鶴奉 7番地の 4 

業 務 の 名 称 高齢者等新型コロナウイルス感染症予防接種業務委託（単価契約） 

委 託 場 所 野田市医師会が指定した医師が所属する医療機関 

委 託 期 間 令和 8年 10月 1日から令和 9年 3月 31日 

契 約 金 額 

落札額  一般接種者（自己負担金 6,000円）   9,352円 

       免除者（自己負担免除者）   15,352円 

      予診のみ             2,083円 

委 託 の 概 要 

新型コロナウイルス感染症は、予防接種法の B類疾病に位置付けられており、令和 8年 10月

1 日から令和 9 年 3 月 31 日の定めた期間内で、対象者自らの意思と責任において、個人の発

病又は重症化予防を目的として接種を実施するもの。 

随 意 契 約 の 理 由  

一般社団法人野田市医師会は、地域との密接な関わりのなかで市民の健康の保持、増進に多大

な貢献をしている。市内医療機関の大部分が属している当医師会と業務委託契約を締結する

ことにより、個別に多数の医療機関と業務委託契約の締結を行うことなく、業務の委託をする

ことができ、事務作業の効率化を図ることができる。 

また、市内全域の医療機関を網羅していることから、接種を希望する市民の利便性を確保し、

インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症の予防接種の機会を拡充することができる。 

市内の対象医療機関への周知、事務連絡についても、当医師会を通して行うことにより、円滑

に実施することができるため、協力を得ることが必要不可欠であることから、随意契約するも

の。 

 


